





















織変革を促すとされてきた（Dyer, 1985; Greiner, 1972; Kileman, 1985; Sabherwal, Hirshheim, 


















し、その変革について論じてきた（Cameron and Quinn, 2011; Gagliardi, 1986; Martin, 


































えば、Schein, 2010）、進化論アプローチ（たとえば、Tushman and Romanelli, 1985）、創発
的アプローチ（たとえば、Plowman, Baker, Kulkarni, Solansky and Travis, 2007）である。
　ライフサイクルアプローチや進化論アプローチでは、理論的には業績の悪化・危機が組織
変革を促すと想定されてきた（たとえば、Greiner, 1972; Tushman and Romanelli, 1985）。
また、いくつかの組織文化論アプローチにおいても、業績の悪化・危機が組織変革の初期の
段階で想定されてきた（Dyer, 1985; Kileman, 1985; Schein, 2010; 河野，1988）。たとえば






















































　しかし、1999 年時には有利子負債は 2兆 9728 万円あり経営危機に瀕していた。また、
1999 年以前の日産自動車は分化した文化の強い慣性を経験している。そして、日産自動車








































異なる視点から分析を行った（Eisenhardt, 1989b; Greenwood and Suddaby, 2006）。そして、






















（8） 調査は、早稲田大学商学学術院 井上達彦教授、神戸大学院経営学研究科 鈴木竜太教授、早稲田大学大
学院商学研究科の永山晋氏、伊藤泰生氏、そして筆者が行った。
（9） 本項については、小沢和彦「組織変革における組織文化の強さの組織慣性への影響─日産自動車の事例
─」『日本経営学会誌』( 近刊、掲載決定済み ) を参考にしている。






























（11） 『日経ビジネス』1999 年 11 月 8日号 p.151。
（12） 『D&M』2003 年 585 号 p.48。











17.7％、グローバルで 6.4％あったシェアが毎年減少し続け、1995 年時には国内で 16.3％、
グローバルで 5.7％になっていたのである。また、有利子負債も 3兆 7194 万円と前年の





















































私は社長就任後の 93 年春から TQM（総合的品質管理）運動を始めました。実際に本
格的にスタートしたのは 95 年 4 月です。このシステムが根付き、当社の血となり肉と
なるまでには 10 年かかるでしょう。…（中略）…私が会長である間にははっきりとし
───────────
（14） 2013 年 6 月 28 日実施のインタビューより。




























（16） 『日経ビジネス』 1997 年 8 月 4 -11 日号 p.3。
（17） ゴーン氏が始めて CFTを導入したのは、1992 年から 96 年のミシュラン北米時代である。その後、
1999 年 7 月にゴーン氏は日産自動車でCFTを導入した。具体的に、日産自動車ではまず 9つの CFT
が作られた。取り組んだテーマは①事業の発展、②購買、③製造・物流・④研究開発、⑤マーケティン
グ・販売、⑥一般管理費、⑦財務コスト、⑧車種削減、⑨組織と意思決定プロセスである。さらに
NRP発表後に設備投資を担当する 10 番目の CFTが加わった。そして、全てのチームに聖域、既存の
タブーに縛られず、既存の組織にチャレンジする、日本・欧米・北米の文化的相違に起因する障害はいっ
さい排除するなどの共通のルールが課された（ゴーン，2001; 星野，2007）。
（18） 『日経ビジネス』2013 年 5 月 13 日号 p. 60。

































（20） 『D&M』2003 年 585 号 p.47。
（21） 『D&M』2003 年 585 号 p.47。
（22） 『日経ビジネス』 2005 年 07 月 18 日号 p.109。

































（24） 2013 年 6 月 21 日実施のインタビューより。
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